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焼
　
津
　
港
　
　
　

　
焼
津
港
の
水
揚
げ
高
は
、

ト
ン
数
で
銚
子
に
次
い
で

二
位
。
金
額
で
は
福
岡
に

次
い
で
二
位
で
あ
る
。
こ

の
日
も
沖
側
の
埠
頭
で
は

大
型
漁
船
か
ら
の
水
揚
げ

が
続
い
て
い
た
。
古
く
か

ら
、
焼
津
港
か
ら
多
数
の

マ
グ
ロ
漁
船
が
出
航
し
て

い
た
。

　
一
九
五
四
年
ア
メ
リ
カ

は
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実

験
を
強
行
。

　
マ
グ
ロ
漁
船
第
五
福
竜

丸
は
ア
メ
リ
カ
の
指
定
し

た
危
険
区
域
外
で
死
の
灰

を
浴
び
た
。

　「
被
害
を
無
線
で
報
告
す

る
と
米
軍
に
察
知
さ
れ
る
。

水
爆
被
害
が
世
界
に
拡
が

る
の
を
止
め
よ
う
と
す
る

米
軍
に
撃
沈
さ
れ
る
」

と
無
線
連
絡
を
控
え
て
焼

津
に
帰
港
。
苦
労
し
て
捕
っ

た
マ
グ
ロ
は
放
射
能
汚
染

で
処
分
。
更
に
、
放
射
線

の
影
響
で
久
保
山
無
線
長

は
四
十
歳
で
死
亡
。

　
彼
の
墓
は
正
面
の
山
の

向
こ
う
に
あ
る
。

身を切るなら政党助成金を

議
員
定
数
削
減
？

　
野
田
首
相
は
、
国
民
に

負
担
を
求
め
る
の
だ
か

ら
、
議
員
も
身
を
切
ら
な

く
て
は
・
・
・
と
「
議
員

定
数
削
減
」
と
声
高
に
発

言
。
そ
れ
で
、
減
ら
す
の

は
比
例
代
表
。
結
果
と
し

て
減
る
の
は
少
数
政
党
の

議
席
だ
け
。
小
選
挙
区
で

は
第
一
党
が
当
選
す
る
か

ら
民
・
自
に
は
痛
く
無
い
。

政
党
助
成
金
は

　
企
業
団
体
献
金
を
な
く

す
為
と
導
入
さ
れ
た
政
党

助
成
金
制
度
が
出
来
て

十
七
年
。
そ
の
間
、
自

民
二
五
四
〇
億
、
民
主

一
六
二
九
億
、
公
明
四
一

四
億
、
社
民
三
三
五
億
も

受
領
。
共
産
は
三
五
〇
億

を
受
け
取
り
拒
否
。ま
ず
、

こ
の
政
党
助
成
金
こ
そ
無

く
す
べ
き
だ
。

　
も
し
、
政
党
助
成
金
が

無
く
、
企
業
団
体
献
金
が

禁
止
さ
れ
た
ら
、
政
党
は

そ
の
運
営
資
金
を
国
民
の

寄
付
に
頼
る
し
か
な
い
。

そ
う
な
る
と
、
政
治
の
あ

ら
ゆ
る
局
面
で
、
国
民
の

声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

政
党
助
成
金
が
あ
る
か

ら
、
選
挙
が
終
わ
れ
ば
、

国
民
に
背
を
向
け
て
、
次

の
選
挙
ま
で
、
献
金
を
く

れ
る
経
団
連
の
顔
色
を
う

か
が
う
こ
と
に
な
る
。

選
挙
が
す
め
ば

　
民
主
は
「
消
費
税
は
上

げ
な
い
、
普
天
間
基
地
は

最
低
で
も
県
外
」
と
し
た

が
、
自
公
と
「
消
費
税
引

き
上
げ
」。

　
○
○
年
に
原
発
廃
止
、

卒
原
発
と
云
っ
て
議
席
を

取
る
。
選
挙
が
済
め
ば
、

電
力
会
社
、
原
発
関
連
企

業
の
献
金
を
受
け
「
今
す

ぐ
停
止
と
云
っ
た
訳
じ
ゃ

無
い
」
と
す
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


